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初等教育に重点を置いた教育学部（教員養成）のあり方を考える

福井大学教育学部長・大学院教育学研究科長

石井バークマン麻子

 
平成２８年度は、第３期中期目標・計画期間の初年度であるとともに、教育

地域科学部を改組し教員養成に特化した教育学部として新しいスタートを切っ

た最初の年でした。 
国の方針により、教員養成を担う国立大学には、初等教育の充実をミッショ

ンの一つとし、それに対応したカリキュラム改革と新しいカリキュラムマネジ

メントが強く求められています。 
本学部においても教科教育、教科専門、教職担当の先生方が、お互いの専門

的知見や経験を活かした、より主体的・複合的・協働的な参画を通して、教師

志望の学生たちの力量形成と学校教育の充実に貢献すべく、学部としてのシス

テム作りに力を注いできました。特に重要であると考えてきた課題は、次の２

つです。 
 多くの大学教員が、学校現場に、より継続的に関わるシステムの構築 
 実践研究の発表の場としての「初等教育研究」の刊行 
前者に関しては、教科専門・教科教育・教職の若手教員を中心としたタスク

フォースの活動があり、今年度は第一段階として附属学園との実践的な協力体

制と内容を模索してきました。「初等教育研究」は、教科専門の内容を教員養成

に相応しい教科内容学として再編していくことを主な目的として、昨年度に発

刊されたものです。 
ここに刊行の運びとなった第２号に掲載された１４編の論文等のうち、半数

に当たる７編が教科専門の先生方あるいは教科専門と教科教育の先生方の共著

である “教育内容研究”でした。実践論文、教育内容研究、実践報告、資料の

四つの投稿区分から本紀要は構成されていますが、今後もさらに多くの教科、

分野からの投稿を期待するものです。 
本紀要をご覧になった学内外の方々におかれましては、忌憚のないご意見を

お寄せいただくとともに、今後とも、教育学部・教育学研究科の教員による実

践的な教育研究活動へのご理解とご支援、ご協力を賜りますようお願いする次

第です。 
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